
 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ、つなげる３学期に！ 
 

小樽市立張碓小学校長  増 田 昭 雄 
 

明けましておめでとうございます。本年も子どもたちや保護者の皆様、地域の皆様にとっ

て素晴らしい一年になりますよう心からお祈り申しあげます。 

さて、「一年の計は元旦にあり」と言います。この言葉の由来は諸説あるようですが、一

説に、戦国大名の毛利元就（1497～1571 年）が語ったとされている「一年の計は春にあ

り、一月の計は朔にあり、一日の計は鶏鳴にあり」があります。朔（ついたち）は月初めの

日、鶏鳴（けいめい）は 鶏（にわとり）の鳴き声のことで、早朝を指す言葉です。この言

葉は、「一年、一月、一日と、それぞれの始まりに、計画をしっかりと立てて過ごすことが

大事である」という、何事も最初が肝心であるという教えを示しています。夢や希望を実現

するためには、ただ願うだけでなく、計画を立てて一日一日を大切に積み重ねることが大事

だということです。 

２０２６年の干支は「午（うま）」です。干支の中でも、馬は、 

力強く前に進む姿から成功・繁栄のシンボルとされ、夢に向かっ 

て突き進む人の象徴とされています。また、古くから馬は、人々 

の暮らしに欠かせない存在で、農作業や移動を助けてくれるだけ 

でなく、神社では「神様の使い」として、願いを乗せて神様に届 

けることから、「願いを届ける存在」「福を運ぶ動物」として特別 

な意味を持っていました。そのため、馬は「出世や発展の象徴」とされ、午年は、物事がス

ムーズに進みやすく、努力や挑戦が実を結びやすい年とも言われています。 

まさに、新しいことに挑戦するのにぴったりの一年です。ぜひ新しい目標を立てて、目標

の実現に向かって挑戦してほしいと思います。 

 ３学期は、１・２学期に比べ４５日間（６年生は４３日間）と、とても短い学期ですが、

一年間のまとめとなる学期であると同時に、６年生は中学生に、５年生は最上級生に、１～

４年生は一つ上の学年になるための準備をする大切な学期となります。「１月は行く、２月

は逃げる、３月は去る」と言われるように、この時期は、あっという間に過ぎていくように

感じます。「まとめ」、「つなげる」充実した学期にするために、一日一日を大切に過ごすと

ともに、何事にも前向きに取り組んでほしいと思います。 

最後になりましたが、保護者並びに地域の皆様には、３学期も引き続き温かいご支援、ご

協力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

＜教育目標＞ 
○学習にはげむ子ども 
○礼儀正しい子ども 
○健康な子ども 
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PTA「タグラグビー体験教室」 
1２月１９日（金）は小樽市フットボール協会より講師

をお招きし、タグラグビー体験教室を行いました。夕方か

らの開催となりましたが、多くの皆様の参加により、楽し

いひとときを過ごすことができました。 

はじめは軽いキャッチボールから始まり、練習が進む

中で次第にラグビーの動きになっていきました。最後に

は、タグラグビーのゲームを楽しむまでにレベルアップ

し、子どもたちも保護者の皆様も体験教室を楽しむこと

ができました。 

お忙しい中、ご参 

加いただき、ありが 

とうございました。 

３学期が始まりました 
 １月１６日（金）は２２日ぶりに子ど

もたちが登校してきました。子どもたち

は、久々の再開を喜んだり、休み中の出

来事を楽しそうに話したりする姿が見ら

れました。体育館に全校児童が集まり、

３学期の始業式を行いました。 

 はじめに、増田校長より子どもたちに

「『一年の計は元旦にあり』という言葉が

あります。何事も最初が肝心なので、計

画をしっかり立てて過ごすことが大事と

いうことです。」と語りかけました。 

児童会からは「２２日間の冬休みが終

わりましたが、楽しい思い出はできまし

たか。３学期も毎日の勉強やいろいろな

活動をみんなで仲良く楽しくがんばって 

いきましょ 

う。」と呼 

びかけま 

した。 

「和紙」の体験授業 ～ 日本の伝統工芸 
 １２月２３日（月）は、札幌市に工房を構える、紙を折る

人「オリト」（ORITO）の品田美里さんを講師にお招きしまし

た。３・４年生を対象に、日本の伝統工芸である「和紙」につ

いて、1300年前から和紙作りが始まり、現在まで継承され

ている等の歴史や和紙職人に関する話を聞いたり、和紙の材

料である「楮（こうぞ）」「三椏（みつまた）」「雁皮（がんぴ）」

を実際に手に取って感触を確かめたりするなど和紙について

身近に感じることができました。また、映像で和紙の製作工

程について知ることができました。最後に、和紙を使って、

素敵な飾りづくりに挑戦しました。小さな和紙４枚を同じよ

うに折り、重ね合わせることで素敵な作品が完成しました。

教室の窓に向けて見ると陽光が和紙を通り抜け、和紙の柔ら

かさが伝わってきました。 

最後に、品田さんは、このよ 

うな素敵な伝統工芸を後世に残 

していくことの必要性や和紙職 

人の減少から後継者の育成も課 

題であると話し、子どもたちは 

真剣に聞いていました。 

スキー学習（１回目） 
 １月２３日（金）は予定通り、１回目のス

キー学習を実施しました。悪天候が続く中、

この日はスキー日和の一日となりました。青

空に映える海の景色を視界にとらえながら、

子どもたちは、それぞれのグループでスキー

技術の向上を目指しながら、異学年の交流も

深めることができました。保護者の皆様に

は、スキー関係の準備をはじめ、お弁当や飲

み物の準備をしていただき、誠にありがとう

ございました。明日２９日（木）は２回目の

スキー学習を予定しています。お忙しい中た

いへん恐縮ですが、スキー、お弁当・飲み物

等の準備をよろしくお願いいたします。 

臨時休校等へのご対応にご協力いただき

ありがとうございました 
 全国的な寒波の影響が続く中、１月２６日（月）臨時休

校の措置を取らせていただきました。保護者の皆様のお

かげで、大きな混乱もなく、子どもたちは一人一台端末を

活用し、担任から出された課題に取り組むことができま

した。今後も早めのご連絡を心がけていきますので、ご協

力をよろしくお願いいたします。 

 また、昨日のスクールバスの遅延による徒歩での登校

につきましては、文書で報告させていただいた通りです。

ご心配をおかけし、申し訳ありませんでした。 

バス会社には、渋滞等の発生を視野に入れてスクール

バスを運行していただくようお願いしています。今後も

子どもたちの安全確保を最優先に対応してまいりますの

で、よろしくお願いします。 

令和８年度ＰＴＡ役員選考への

ご協力をお願いします 
 来年度のＰＴＡ役員の選考について、始業

式の日に、保護者のみなさまへアンケート用

紙をお配りしました。ご提出いただいた皆様、

ありがとうございました。 

なお、今週 30 日（金）を提出期日として

いますので、ご多忙とは思いますが、まだ提

出されていない方は、アンケート用紙を提出

していただきますようご協力をお願いしま

す。 


